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摘 要

スギIHI'刑にわけるコガネムシ幼山の自然状怨での動

きを調べた.幼山には季節的な沌山移勅がみ られた.

幼虫の仰淋 敬は2月以後 6月までに約 60% 減少した.

まき付妹を伴日脚 こかえたために10月の新しい世代の

幼山の胴体数は6月よりさらに減少した. ､

幼山の分布一勤 ま2月は P61ya-Eggenbergeて型分布

に適合するが,6月には Poisson型分布となった.然

し10月には再び P61ya-Eggenberger型 分布となっ

た.

ウメコガネとアカビロウドコガネは1脚 tに 1年を

空し,コフキコガネは2年を要した.

､J It占sum占

Thepopulationofwhitegrubslivinginthe

nurseryofyoung cederp一antwasinvestigated

-undertheir natural condition, and following

耶 22 巻-I

rcsults~were′obt'linc(I;

1)IThegrubsmovedvcrticaTlywiththescagon.

2) Thclnumbcrorg一ut,9 (lccreased toab?ut

60% from FebrurlrytOJune.

3) Thenumberofgrubsofnewgcncrationin

October(lecreasedfurthermoreincompzlrisonwith

thatofthepreceding generation inJune.Itis

thoughtthatthereasonwasthe.seed･bedhad

beenchangedto､theplanting･bed.

4) Th9frequencydistributionofgrubsagrecS

with the P61ya-Eggenberger ldistribution in

February,butinJuneitchangestothePoisson

distiibution,andinOctobercomesback tothe

f()rmer.

5) ItisassumedfromthissurveythatAnomala

nLfocuL･rea and Autoserz'C,a castanea comlplete
theirlifecycleinoneyear,andMelolonlhaj̀ゆpnica

completesitintwoyears･

OntlleAnnualOccurrenceoftheTHceStem IlorerillShi許aPrefecture.Epidemiologyon

Crzilo sufPTleSSall's Walker. Ⅰ.TomoyukiSm RIl10 (ShigaAgriculturalCol一egeand Shi由

AgriclllturalExperimentStation,Kusatsu,Shiga).RcceivedNow.10,1956. BoEyu-Kagaku,

22,107-113,1957,(withEnglishresum卓,113). ノ

＼/

19･ 滋 賀県におけ る=カメイガ尭生の年次消長につし､て･ ニカメイチユウの発生様相た関する

研死 節1和*新保友之 (泣fLm.<立凸井短期大学 ･滋男県凸菜試放物) 31.ll.10 受理t

末 都 大 学 に於 て榊 東周 を賜 わ っ た 恩師 巷 川 忠 曹 先 生 に 本 研 究 を捧 げ,′/
農 作 寄 虫 生飽 研 究 の枚 に続 く決恵 をあ らI:に す る もの で あ も.

ニカメイガ幼虫の被掛 こ対 して, その発生を予恭することは, 既に実用の段掛 こ入ってLTる･ しか

してその方法としては, 永印の誘蛾灯転科をもとにした統計的なものが多い:本研充 もこ 滋衷爪革

11tの凸菜試験場で苛辞 されたⅦ前 16坪田の那 斗について噂ら相関係数によって.二化供血に対する

気象条件及び符主稲3者の相互関係を明らかにせんと努力 したものである.

本邦稲作等虫の竺rf頭にある二化塀虫の発生予矧 ま,

その正光性を利用して古くから各地で実施された予茶

灯調衣の誘殺成約により,他の病虫害にさきがけてい

ち早く実用の域に入った.併し,そのff†判ま田切の幼

出発!-F.や被告などの只づけを欠 くまゝに,符 ら相閑々

係を打山しては主に気教条件との脚迎を求め.iL!際の

経験を加味して予粥式の取立に努めて来た火冊である･

放近その会同的なtLI大l戊】)を見て,駅山研光の一転機

が弼きれた感が軌 ､.ホ研兜の一部分 も.t馴 】的に玉

出な糊料 まその巾に採録されている.而して.滋把県

を台めての木研光と同校の検討は.かつて石倉の著が )

に も記;椛された所である.

*泣穴爪立n潔妃糊大学鬼山学研兜主菜机 節7号.

それにもかゝわらず敢えて木研兜を公プ三する所以は.

先ず祝雅柘まる蛙怨の脚yJを口附 して,1'HRTlfT料を

分析77;･用すべ き必%(とrfK･を感じたためであり,次に

一地域の発LL;脚IlTを,永印の変動を皿 して明 らかにす

ることの忠謁を認め.田にはこれを以て純分な りとも

滋門爪の左'1某に17献することを念暇したか らである.

木研死の成るまでに抑散村.御鞭斑を賜わった京都大

学円田俊郎教授,:lliぴに環林省如桁近畿E3業試験%1筒

井喜代治技官に厚 く謝意を表し,また終始変 らざる協

力者,滋賀県員業試験場の田中伊和夫技師補及び予察

灯調査,豊凶考照試験,気象観測に従事せ られた方々

に対し,琴く敬意を表する次第である･

資 料

予窮灯調査の資料は, 滋fTEfl,<現業試験場 に 放ける
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1929年より1944年に至る16年間の成軌であるが,職後

.の分は混乱期に鹿く設田場所移転の理由で,除外せざ

る別 やなかった.予窮灯の規格は 60W 白熱ftZ球の水

盤式である.節1表の計罪に当っては,出来るだけ発 ･

鑓予娯要FIB)に従ったが,誘殻盛期 (50% 飛来対日)

や欠測日の祁坑などに多少独白の方法をとった.

り弦に用LiT:水稲豊凶考府成税は盟林省統計調査蔀の＼

耶ft!した汽料1)によった.その供試品種には早生,申

LJl.晩生の3球があるが,･本研究には主としてi/当地

･'J3'で瓜 も作付の多い中生種の資料を用いた.ちなみに

拭駿凹所在地,滋賀県等沖市渋川町 (旧,栗太郡治田

村掛 目)は滋究県の申稲晩植塾栽培地碍5)きこ屈し,県

'ドで瓜も田植の晩い地域である.-すなわち6月節6半

佃が田班盛糊であるが,独Lり試験助のみは地下拐水に

IJ:t).垂Lri平申期日と思われる●6月18日 (豊凶考照試

･助m)か ら開始される.'この田植期日の1眉 間の差挿,

醜山研死の川から言って枚雑な間凪を含んでおり,第
1化糊幼虫発生が試験場田に依存する可能性などその

出たるものであるJ

館 22 巻-I

文で記す相関係数の位は有志水準以上 (*印P<0･05,

* 朱印 ′P<0.01)のもの みゝ記誠した. 中IJj皮以上の

相関々係の認められない数多の組み合わせについては,

特に意味ゐあるもの 他ゝは一々放れなかった;

ら.⊥殻に害虫の発生虫とか増殖率,､或いは幻教条件で

は降水量などの年次変動は,正親分布の形をとらずに

変異係数が 100% を越えるようなこともま あゝるが,

本 研究では最後の増殖率比以州 ま,一応そのま のゝ形

で相関係数を計算操作した.､

第 1化誘 殺 盛期 ､

平年は6月第 2半句が,滋幻Llt,tの節1化発成克紬琵湖

である.それと同相]誘殺虫との問には相関々係を認め

符ず,邦2化誘殺盛期とは当年に放てよりも,7rU咋の

･節2化糊との問にかなりの相田 +0･53が認められる･

而して後述するように,他府矧こ放て見 られる春季の

気象条件との相関々係]･eJは, 滋班LEt,tの場合椛実なも･

のが存在せず.前年HS2化糊の紐過にj:つて左右され

Tablet. Capturerecordbylighttrap･t
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もちいた気象資料は,彦根測供所管内治田観測所と

して公認せられた,試験脇田百桑矧 こ於ける観nrj記録

やある.なお本地域は,板戸内式気供符の最東端に位

すると言われる温暖な湖南地方に属している.年平均

究弧は 14.10,年間降水塁は約 1460mm である:

:,爪 1衣は供出誘役に関する諸項Elを掲げた.以下本
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るということは,長い期間を正孔 てヽ越冬休眠期をはさ
んでいるだけに興味が托い.

気象との関係 : 5月以前の気象条件との間には:
確実な相関々係が認められない.Tl'u年 6月の降水虫と

や 相ゝ関を認めるのは.関係の軌 ､trU年012化出川を

介しての間接的なものと思われるが,前年節2化分散
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ては溌明が難い ､.休眠比碗'&の2月の平均5(Wはn.
3月上rrl佃rA拝.水!Jlと11:,5月下fi]の降水日放とnとい

うようにそれぞれ低い机甥を認めるが,いずれも発生

の予矧こ班える群のものではない.T3お 3-4月の間

について平均瓜丁古欠配との関係を検討した船架では,

全くql粥がTJ･:lt-しなかつた.

第 1化誘殺 柊一期

放出県で郡1,第2両化期の頃界は平均7月第5半

句であるが, こ でゝいう誘殺終期 とは同朋誘殺塁の

95% が飛来した期日を指し, 田柄と閑述して誘殺盛

糊より寧ろ正宏な意義をもつも̀のである.lCれに彫轡

･するものとしては,茄1化招朋や前年2化hJ淫肌 それ

に6月の気象状博とも胡 約5馴まあるが,決定的なもの

は同朋致半血誘殺Jg川刃の +0.78*書である.●.なおこ

の誘殻朋rti)は;同期誘殺虫の多少によって左右される

ものではない. ＼

Lil象との関係 ‥■ 誘殺盛胴と同様,確実な相対 係々

を有するものはないが,6月申下旬の降水虫との問に

や 正ゝのJTl関が認められる.式点は下旬の万にあるが,

雨による抄蟹は低温で遅延するものと考えられるので,

平均気温について検討した結果は.'6月 4,5半何で

やゝ負,誘殺紺9]1'ig問前の半句平均気温とは,逆に

_や 1ゝ1:の附閏を認めた.なおこの期日を左右する本期

後半虫誘殺期間に封する気象の形蟹も;上述の勘合以

上には出ない. ＼

第 2化誘殺盛 期

乾門爪における,いわゆる邦 2化発地位,#肌 ま8月

邦4半句でゐZJ.耶1化糊の助合と同様に誘殺虫とは

開拓なく,邦 1化誘殺終期及び同盛期とのrnlに.和正

の耶 恥5認められるに過ぎない.!折る申情は,苅2化
川端刑防除の適期FrJ定にとって,著しい降EfHとなって

いる現況である.

先象との関係 : この場合にも,確実な相閑々係を

もつ気象条件は見出されなし｢.た 東ゞ男なのは,笥1

化終期を介して問rRにはたらくと思われる6月申下旬

降水血.との相調が.ml化g]にIul抜雄響するより若干

払いことである.すなわち.Wti矧 こ近い正の相閑々係

を示すが. 1化l戊山の州 ヒ避妊のみならず,産卵前期

間の班良や.ITS1化gHJpl発'lfの迎相といった珊 融三,加

った糾 王ともT3.えられる.Tl叫耶1化は]の似合と同じ

LtラEC.A/即J尉 ま6月申 下佃でも下佃乃至は耶6.半句

3こ,mlJrtが詔あられるのである. ′

水稲生円田係 .: 大冊 (7月耶5半句)の印丈と,

tllの刑期がn認めら寸,Lる.'Ii主和的刺Li:背の3:い年に.

爪 22 番-I

耶2化城川の早くなる帆句であるが,.滋fl爪に放て後

述するように稲作.現出双方を支配する7月巾佃平均

穴7nとの朋旅を見るに.大男T.Y丈とはや 正ゝの附閑を

認めるが,現出2化級別の万とは-d接の調旅がなく.

甲ろ下佃陣水虫とのlLT'Jにや rゝlの柄刑を認めた.所が･

この71]下佃降水ITtによって.新しく彫皆を受ける綾

山耶1化脚n刑率 (木場糊と'や Fゝlの相羽々係)は.

また大岩T:f丈とかなりの旧閑々係にあるから,それら

はこの脚凪率を介する間接的関係とい′う結論になる.･

すなわち1化若令幼虫に対する高温抑制を,降雨と稲.

革の繁茂によって免れる令期群が,.生育の進んだ部分

であるということになる.

第 1化 期併殺 丑 -
/

郡2相抑こ比べてその8倍虫にも達する節1化期誘

殺矧 ま'その大部分が'u7代胴に記録されているから,,A

以後謂元への予然別 附瓜は乏しく.寧ろ約年秋の節2

化m発生相の反映と見るべきである.すなわち当年荊

2化糊誘殺虫とは関係なく,n'J印のそれとの問に確究

な正の相関が認められる.TJかn'u咋耶2化1mの全誘殺

虫よりも, 8月末で区切ら1=_fTtとの万が周 肢である

+0.54*のは,9月に入ってからの発蛾花卵が効率の

低い-証左ではなかろうか.このことは先払1細Jtの

関係に放ても.前ff:m.2化溺馳制nとのZLlJに,や fゝl

の相調が認められる別淡と抑池ヂるものがある.而し

て的任那2化期咽机串とのIIuに柵R]々 係のTi花しない

ことか ら,耶2化Jg]発出に現場柾抗の少ないことがう

か わゞれる.

正ゝの和渕が認められるが,1司閉脚難串に著しく形轡

する樫のものでないこ･とは,上述の関係からも明らかI

である'.更に闘った前年:7月中旬平均気温との梢nの

相関は,前庭第 2化瑚誘殺虫を介しての雨蛙的なもの

であることは勿論である.

' 水稲生育関係 ･' ml化1g]誘殺1.1とかなり相即のあ

るflTJ咋稚主桁の_LL'ff卿 帥:.二百十日から秋分への秋

雫は少等放 -0.54がある.秋分と二百十r]との茎数

比をとっても約mは間伐である.他に刑帆対の見川せ

るものには,rlの反帆 11の一升3Iiがあり.一秋李の弔

文関係とは相関が認められない.

こ でゝ前年秋季減少茎数との附関々係を検討して見 ･一

石.この減少茎数は大暑から秋分に至る問の茎数と,I

終冶砥夷な正相関を保っているが{就中二百十ELの茎

数と強度の相関 +0.87*★ を示している.うまり畑

効な分ケツの多い年の翌年は.第 1化期誘殺勤 ,一少い

ということである. また秋季減少茎数 と秋季生長率

(二百十日と秋分との串丈比率)とは 暮O.甲書の相Bg
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･々 係にあるから,そのような年には稲の茎辞伸長が良ヽ
好であることが指摘される.

第 1′化後期生

卵1化爪誘殺虫のl丸 田植期の6月第6半句以降の

小部分 (平均,全員の 7.7%)を後期量とし,これは

以後の供出発生の起班として,応用的には寧ろ総虫よ

りも式祝すべきものである.これに雄響するものには,

邦 1化誘殺盛期及び誘殺総塁が共に正の弱い相閑々係

にあるが,より決定的な もの は第1化誘殺終期

+0.占o**である.従ってそれと密接な後半虫誘役期

間とも,+0.63**t･の相関々係にある.､

第 2化期議殺 丑
′ ＼

市2化)村の誘殺虫は,一応第1化掴幼虫発生の結着

と見られ,A!に環境抵抗の少ない第2化期幼虫発生へ

そのまゝもち越されるという観点から,理論的にも応

､､ n]的にも奴も誼要な項目である.節 1化期誘殺矧こ比

べてその虫は少ないが,その年次変劫は激しくて以後

1咋tLUの発生被告を交配する程である.すなb-ちその

変571係数は.耶1化糊の 72%. 同後期良の 91% に

対して.矧 こ137% に遜する.

先ず発蛾時mとは節1,第 2化糊とも相矧 まなく,

耶1化糊誘殺虫の膨轡も受けていない.而して翌年第1
1化ルJ誘殺虫と打開のあることは.前にも述べた通り

で-&捕 日本に速有する現象である.而して四位朋以後

のいわゆる耶1化後期血とかなりの相関 (+0.51*)

をもち,邦 1化誘殺終糊ともや 正ゝの相関が認められ

る.なれ 箱 1化J切増殖率 (変災旅数 90%)との相

即は+O･53モであるから,この節1化衡gj妃の抄蟹は,

炎外大きいと言わなければならない.

矢(淡との関係 : 笥 1化後期虫との関連を上期る彩

惣力を.もつものに,7月申下旬の気象条件がある̀ そ

れ以糎 声 田植期6月下旬の降永別 や 正ゝの朋

が.はめられるが,第 1化誘殺範糊を介するもので問題

にならない.すなわち節 2表に示す通りし, 7月邦3半

JU肺水凪 7月中佃平均気7rJ,ヶ月巾下旬最高気温の

Table2. Corre一ationsbetweenthepopu一ation

entrappedinthe2ndgenerationandmeteo-

rologicalfactorsinJu一y.

Meanair Meanmax. Amountof
temperature airtemp. precipitation

-3者との間には強度の相閑々係が存在し,筒井6)のい

わゆる高温抑制のiji実を証明している.なお平均瓜低

気温では中旬の場合,負の相関がや 認ゝめられる税政

である.ちなみに7月中旬と言えば,田枇故20FFTu後

で第1化期幼虫の若令期に当り,梅雨明けを迎える時

期である.従って結論的には,梅雨が唄調に明けるか

否か ,ゞ二化塀虫のその年の発生動向まで決疋すると

いうことで,b'り,東に滋賀県に於ける稲作の出は悼左

右するものが,7月中旬の気温 (中村反収と同糊平均

最高気温,+0.82*鞍,同じく平均気温と +0.74;;★)

であって見れば,おのずからこの時期の天候の皿要比

が首肯きれよう.

水稲生育図係: 先ず第2化期誘殺虫と反当収砧と

(a)間には,-0.52+というかなりの相関が認められる.

而して反当収星は次年窮 1化期誘殺虫と,g乱､f'lの糊

閑々係にあるに過ぎないことはFl'Uに述べたが,それに

7月中旬平均気温の現出準びに収_Tdへの弛jJな比輝が

平行的であることなどを綜合すると.如上の相LN々 係

は間接的なものとも考えられる.併し図に放て7月/j<t

7-約2化捌誘殺苅

月中旬平均気温

-0.77**

茎数の役割と別途に,節2化期誘殺虫が収弧決起滋訪壬

(稔実程度) に対する生糸作用抑制因子57として火宅配

出来ない邪が判明する.

次に恥 こ少し触れた秋季主長率との的閏(-0.63*)

であるが,この生育指数と7月中旬気温とのf掛こは弱

い正の相関があるI与過ぎないが,節3半句陣水虫とで

'は強度の相関 (-0二72･n)が認められた.従って耶2

表の関係とから,本朋係は受身同志の聞肱的なものと

考えられるに至った.しかし興味があるのは,邪2化

糊誘殺敬は二百十日串丈とは相田がなくて,秋分群丈

とはや 負ゝの相関があること,それから茎数捌旅では

=百十日茎数遊びに秋季減少茎数とや 凸ゝの仙Luを示

しながら,秋分茎数とは相関の存在しないことである.

すなわち邦2化期誘殺虫の少ない年は,稲の分ケツは

多過ぎて始効化するが,その祁蚊的に茎群の伸長が戊
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好化するJ:うな作柄であるとKLfえるのである.flかJ古

温抑制出後の大功から.択山が虫馴ヒするyは での2佃
程の村の作柄と,耶2化Nl訪独rJlとが兜モBg隣であるlH

は,枇物と動物とのnl1比鳩応が時間的にずれて別れる､

耶爪を伝えている.

第 1化期増済率 /

耶2化3g]誘殺_Rと節1化後期_q (高温抑制検討の場

合などには7月10日までに限る)の半分との比を以て

之に当てた.itlTJに述べたように耶2化期誘殺塁との相

関は +0.53* であるが,母胎である耶1化後期Etと

の間には和関々係を認めない.従って後述する耶2化

糊増雅率とは全く反対に.抜息密度効果は認められず,

外界の環硫条件によって左右されることが言える.な

お邦1化糊誘殺絵rTaを対象とする見方7)の和雄牢とし

ては,こ でゝは取扱わない.

究象との開床 : 粥柾的にはいわゆる土TT]干し2)時

期である■7月下旬の降水員との問に, 故既の正和関

(+0.74… )が認められるが,節6半句,中下旬,節

3半句とでも夫々 +0.71★*,､+0.70#*,+0.69**

の相関が存在し.降水日数でも巾下旬及び下旬に放て

夫々 +0.69*半,+0.66… の相関が認められた.他

に之等のIg]問の日何時数をとっても,夫々低い負の相

関を認めるが.節 2化Ig]誘殺瓜や反当収尼と強姥の相

関々係をもつ気温関係では,邦6半句最高気温かflの

相関をそれもや 認ゝめられるに過ぎない.而して邦2

化糊誘設椛と共通のBg迎要式としては,7月邦3半句 J

降水虫があるのみでみる･かゝる喰い追いならびに,.

気象条件とでは相関係数の向上すべき和n･率において,

むしろ係数の低い幌向が見られることは解し掛 ､所で ･

ある･邦1化幼虫老熟期に当る8月上旬の降水虫とは,

や 凸ゝの相関が認められた.

水稲生育凋係 : 節2化糊誘殺虫の場合より傾向の

鮮明に現れるものに,秋季生長率との負の相関

-0173*がある.関連して更に只体的なものは.大藩

から二百十日への夏季増加茎数との関係 -0.52書 で

ある.すなわち.節 1化期幼虫がB3境抵抗を受ける場

令 (平発年)には'分ケツが盛に行われるこ､とを忠味

している.しかし7月中和の関配抑制朋直後の大老茎

数には,そのようTl相朗々係はまだ認められない.

次!こ弼昧2)あるのは,棚 岬 と大老の草丈とのかな ､J

りの和朗々係 +0.56* である.ちれまでの関係が,

Jjは から平Jr7的にW解された聞院的なものであったIo

に反して.訂相.1抑制糊の%'.<戊が水弧の上界を妨げて,

TL'1幌に叩別邸を助長した形跡が認められる.すなわち

大･旅のT:f丈は!7月巾何の'IL況とはや 正ゝの相関々係 ′

にあり,文一ド佃陣水虫ともや iゝEのfu周があるだけで
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あるから,平行的なtq係とは考えられないのである.

この別別封..j純して,二百･HlのT;牧に放ても.その

帆 舶 )や 認ゝめられる.反当収爪と那1化即m凧畔と

では,柳朋々掛 ま認められない.

前 2化期相好率

翌坪の郡1化和讃殺爪を耶2化脚誘殺Gtの半分で除

した,邦2化JWの和那歩留りの指数である.先ずm l

化誘殺終期とや 負ゝの関係にあるのは..OFLIJに耶2化

期誘役員を介在せしめる問は的なものと思われる.し

かして第2化誘殺盛期との相矧 ま,親世代の丑的変動/
の激しさに隠されて認められない.すなわち第 2化期

誘殺ilqとの問に笹 -0･53半 の相関が認められる.一こ

の砥突な相閑々係のもつ意味を考えるに,第 1化期唱
机串の所でも触れたが第1化期とは反対に第2化期に

於てはiTu世代由来の密旺効果が存在することになる.

すなわち夕t的環境抵抗の汲しい静1化期と違って,逆

に気象条件やT3玉関係或いは天敵に制限的なもの 少ゝ

ないLTTf2化Jg]D多分幼虫期妃は,月的な挽良密度効果

がはたらきかけることを示すものである.勿論,第1

化湖当時J:り郡2化期の寄主稲は.成熟期に入って受

容詑力は著しく大化してはいるが補隈力に欠け,第1
化後期iLnの1･5倍を越す邦2化期誘殺員勢力が,何等

の抵抗なしに水江=こもちこまれるとすれば,その加害

習性からいってtEiちに受容D限界に到達するのは当然

であって,火1祭田吸でも一寸した発生です('過剰気味

になる発生の状態はよく見られる所である.併し,節

2化糊幼虫にはたらく密皮効果の実態に附しては,未

1;'殆どが脚朋せられていない実情である.

而して節1化期増確率との -0.56井 の相関々係は,

変異係数の大きい第2化 g]誘殺虫に交配される間接的

関係と癌されるが,そのま にゝ耶釈すれば耶 1化1g]と

'第2_化湖とでは,択虫の吐Tj･!少尉りが叩反するという

ことであり,これに朋迎したJl橡 もま 野ゝタ仲 兄関す

る所である.如上のTJfITfから■も訳せられるが,m l化

糊の助命とは正反対に,このEm統率と次の翌咋那1化

糊誘殺爪とのrLqには,なんらの糊閑々係も認められな

い.

FAq1-との朋旅 : TL'lI馴'･)なĴほ Xl.Il･･のTjtZ矧 ま認めら

れない.た 那ゞ2化m誘是2raを皿じて,7月中旬平均

気温と +0･55の相Lq々 係にあり,その他7月第3半

_旬や下旬の降水員とや fゝlの相関が認められる.第2

化幼虫期の8月下旬から10月上旬までの気象状態を,I

降水虫により検討して見たが,これらとの間にはなん

らの関係も見出し得なかったt.

水稲生育閑係-: 寄主稲の生育開床とは.徹底して

相関々係が存在しなかった.洩 2化期発生の機構聯析

111



防 虫一科 学 蔚 22L巻-Ⅰ

が田灘な訓 育を式台きしていると言えよう.

雨 期増済率比

耶2化即 日軸率の弟 1化桝 田殖率に対する比率の年.

次変劫を挨討する訳で,計井上はその対数値を用いた･

このPdll肘の和雄率との関係は.第2化期とや 正ゝの関

係であるのに比べ,第1化期の万とは -0:62* もの

榊側が認められる.叫調な第2化期より,変動の汲し

い苅1化湖の方とかなりの相関をもつのは当然であり,

また脚数梢成上かも負の関係となる.なお比率作矧こ

当って2相計許される第2化期誘殺虫と.ち,-0.54の

糊閑々旅にある.

水稲生野凹係 : 両脚田池率の比と寄主稲作柄と,の

LW迎を調べた研,弟1化卿 ig北率と負2)相対であったJ

秋季生長率と +0.77甘* という強JFEの相閑 係々にあ

ることが判明した.秋季生長率と表袋2)関係にある秋

季は少茎数との閲にも,+0.62井のかなりの相関が成

り立っている.なお秋期生長率は,秋分等丈と二百十

日串丈との比ではあっても,独立2)指数として意味が

あるのであって,それ等両群丈に分離して夫々と相調

を求めても結局触駄であった.しかして本比率の意義

は出分仙袈的であら,反当収虫や一升式との掛 こは,

それぞれ和朗々係を見出し村なかった.

早L･晩稲での検討

以上の水和生育関係との相捌検討は.すべて中生種

のfE料によったものである.当地域で栽増される水稲

晶棚は .申生柾が投も多く蜘由 '･%れに次ぎ.早生に

なると大分少い.捕る朝情を考慮して中生稲を対象に

退んだのであるが,中生で鼎味の認められる詔組み合ヽ
わせについて,早晩稲で検討した結果を弟3立壬に掲げ

ち.

WLIを.Lluて.q5-に感じることは,これらの詔関係は

rllLh本talこ;別 は れたものであるとは言え,栽培面抗

の少ないTIl生輔に対する相関々係がうすい!Ji実である.

このことからは,滋近の水稲中期栽培が普及されるに

応じて.析出の発生動向も変化する可詑性が示唆され､

よう.

但し,中生の場合でた 一ゞつ,その大暑草丈と第1

化期増殖率との相関が著しいのに注目される.既に述

＼べたように･この関係が党茂による高温抑制脱 字であ
るとすれば,･早甜D旺盛な初期生育にその現象が指培

的に現れたものと解すべきであろう.その他の謂詞旅

は晩生柾は略中生に似通った憤向を示している.

冶 ′ 括

本研究は.L滋餌脱等糾 与於ける1929年より16年IAJ

の誘殺資料にもとずき,､気象条件及び綜主相生Lffとも

関迎せしめて撞々相関を求め,二化択虫発生の年次消

長について論じた.

先ず第1化期では.その誘殺盛期池びに誘殺故とも.

irU年邦 2化期のそれぞれ由雄皆を受け,半年節 2化胴

串は相関々係がうすい･ I .

第2化期誘殺虫を左右するものは,邦Iに梅雨明け

7月の気象条件であt),申下旬平均屈前句氾 ･中旬平

均気札 苅3半句降水員などとの問に弘鑑の相関が認

められる.第2にはそれより落ちるが,■田枇役の邦1

化後脳虫2)彫馨をかな卜受ける二而して午の綾川誘枚

矧 ま,弗1化終期の早晩'によ?て殆ど決定される･

苅2化瑚誘殺虫とかなり相関をもつ座りと糊の増拙
率は.奇異なことに7月の気温関係とは殆ど相関が認

められず,下旬降水虫はじめ申下旬2)降水状態に幼く

支配されている.なおこの増殖率は,7月第5半句の

水和草丈と確芙な正の相閑々係にあ?て,同朋幼虫に

-対する高温抑制瑚象との関連を思わせるJ東に秋季2)

茎群伸長率との強度の負相関は,寄主稲生育様相との

関係の投雑なことを物語っている.

次に第2化糊の増力王率は.第1化朋2)相対串とのrnl

にかなりの負の相関が認められ,この両者が背反的な

関係にあることを宗している.それから約2化181誘攻

虫に対して第1化期糊碓率はかなりの負相関を示すが,

外的環境抵抗の少ない第 2化期に放て,機恩田JiE効恥

のはたらいていることを明らかにした.
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R6sum6 ･､

Thisstudy dealtswiththepopulatioんfluctua-

tion of Chile suPpressalisfrom the capture

recordofh'ghttrapatKusatsu(ShigaPref.I)for

sixteenyears,王nrelationtotheconditionofhost

p一antandthemeteorologicalfactors･

FirstofiLll,the･dateatWhich halfofthe

individua一siseritrapped andthepopulationin

firstgenerationarebothcorrelatedwiththesein

thesecondgenerationoftheprecedingyear.Such

relationsarenotfoundbetweenbothgenerations

lnayear･

The population entrapped in the ▲Second

generation is remarkab一y influenced by the▲

meteorol()gicalconditionsinJu一y,theaverageof

maximum airtemperatureinthesecondandlast

I
decades,theaverageofairtemperatureoEtlle

seconddecadeandtheamountofprec王p王tationof

the third five-days.･The~popul左tion isfairly

innuencedbythepopulationentrappedinthelater

period ofthefirstgeneration,andthe一atteris

determinedbythe95% entrappeddate.

Thereproductiverateinthefirst一generation,

whichisprettycorrelated'with thepopulation

entrapped in th占 secoild generation, is not

correlatedwiththeairtemperaturesinJuly;but

remarkably influencedby therainfallin the-

secondandlastdecades,especia一lytheamount

ofprec王pitat王onof,thelastdecadein July.This

ratecorrelatesstraightlywith theheightofrice

plantforthefirthfive･days王nJuly,whichpro-

tectstilelarvaefrom thelleatCaused from sun

shine.Therclat王onthatthercproductiverate

hasremarknbleminuscorrelationwithlhcrateof

sta一ke一ongationinSeptemberiSVCryCOmplcxto

tIleI10St.p一ant.

ThcrQprOdu'ctivcrateinthesecondgeneration

hasconsiderablem王nuSCOrrelationwiththerate

inthefirstgenerationこThesimHarminusCOrre-.

Iation with the parentpopulationmakesclear

thattheeffectofpopu一ation densityisoperative

inthesecond generationwherea一ittleexternal′

environmental.rcsiStanCeisobserved.

On the CarrierEfficiency And Joit'tToxicAction oflnsc_cticidalSolvents･Insect

ToxicologicalStudiesontheJointToxicAction oflnsecticides･ⅠⅤ･ Seiroku ŜTEAr and

Y｡shimichiAs L.K̂ (InstituteforAgriculturalChemicals,Yas-himaCh占micallndustryCo.,

Ltd.,Kawasaki).ReceivedNov.10,1956.Boblu-Kagaku,22,113-138,1957.
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90. 殺虫剤の溶剤 の稀剤効果とその連合作用一 殺虫剤の連合作I71に凹す.rm Tllは物芋的研光

第4■托 酒井清六 ･飛鳥覇道 (八洲化学工菜株式会社 研究所)31･11･10受FJ!

最 も､尊 敬 す る 泰 川 忠 昔 先 生 の せ 輔 の 榊 祝 い に 本 文 を 沖 げ ち.

殺虫剤に班用される58確料の浴剤を夫々リンデン節米に1乃至2,00'ポ加LT=粉剤及び 0.1,%' .)ン

デン浴剤を使用して,- .)ンデンに対する柿剤効果と迎合作用とを研兜 した. tJmIとdlは当研兜折累

代飼育のイエバエ及び野外より採銀したェンマコオロギを使用しT:. 粉剤.'J:級にはfl空粉剤試蚊泣

出を班mL,0.1% 1)ンデン桁剤試験にはエンマコオロギの左後脚を30秒間浸訳した.･麻痔仰転し

たfatL山の致死率を時間の経過と共に観訳した./大観して, 芳香族炭化水素>脂肪族ケトン>ハロゲ

ン化以化水井…u市い稀刑効果が認められた. 然 し'/ライコール, エステル及びア}t,コ-ル矧 ま低い

蹄剤劫火であっT:. 柿剤効果と抑点とのBg係は凹状甲曲線 (主ンマコオ ロギ)と山型曲線 (イエバ

エ)とが.認められた. 雄雌及びイエ′下工の.)ボイドに対する桁解度の高い桁剤は高い稀荊効果が認

められ1=. エンマコオロギに対する浴剤の袈両張力_と柿剤効果との関係はイエバエの時の関係より･

明附であっT;.･旧肪族一価アルコール.脂肪族ケトン及び労布衣灰化水系の桁剤の衣而張力の実験

では.柿刑効果.･土讃両張力の上井に附 ､減少し亘 . 桁剤の粘凪 極性.誘ftI垣数,双極子随取 分
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